
   

学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

 

待ちに待った !!  ３年振り !! 

 
全国私学父母懇・私学助成をすすめる会連絡会世話人県会議 

 2022 年「全国私学父母懇私学助成をすすめる会交流集会」の開催をどうしていくか。新型コロナウイルス感染症の感染状況が一旦下降した

ところを受けて、今年の「全国交流集会」について検討することをねらいに、2022年4月30日（土）に、「全国私学父母懇・私学助成をすす

める会連絡会世話人県会議」がオンラインにて開催されました。 

 

全国交流集会を開催することを判断しました。その結果、昨年10月10日26都道府県から312名（父母171名、教職員131名、卒業生2

名）が参加し、学び交流し合う、オンライン大会が開催され、参加者から大好評の得る成功を収めることができました。 

コロナ禍に負けず、子どもたちの教育のため、“つながり”づくりに活動を継続 
会議の最初には、オンライン全国交流集会以降の各県のとりくみが交

流されました。宮城では、現役父母がすすめる会運動に参加してきたこ

とで対県要請等が活発化されたとのことでした。関東ブロック、新潟、

大阪ではオンラインを併用して交流集会をはじめとしたイベントの開

催を継続できたことが報告されました。岡山と熊本では、生徒とともに

街頭署名に打って出たことが報告されました。学外との交流に規制がか

かった京都では、12月の院内集会へ20名の父母が参加したことが報

告されました。愛知からは、昨年の全国交流会後、県内全ブロックでオ

ータムフェスのとりくみと、BIGフェスを開催し行事中止等で学校生活

を奪われた子どもたちに再生の場をつくったことが報告されました。  

コロナ禍の渦中における各県のこうした奮闘から、父母の登場が運動

の局面を大きく前進させていること、父母の「つながり」づくりの重要

性が確認されましたこれらの教訓をもとに、2022 年の「全国交流集

会」の開催について議論されました。

コロナ禍を通過している最中だからこそ 

「ひとりぼっちの父母をつくらない」…父母懇・すすめる会運動の原点を集まって確認したい 

「開催地了承!」の愛知父母懇の心意気・勇断を力に 

リアル参加を追求する「全国交流集会」現地開催を判断 !! 
各県の報告で、父母の間にリアルに出会うことへの要求が高まってい

ること、その一方で、オンラインに頼るだけでは「父母懇運動」とは何

かということを新しい父母に伝えきれない懸念があることが共通確認

されました。それも踏まえ、事務局から2019年度以降の経過を報告

し、それを参加者で共有したうえで、2022 年度の開催についての議

論に入りました。各県から個別に届く要求を受け止めつつ事務局が愛知

父母懇へ開催現地を要請したことを報告し、愛知父母懇の検討状況の報

告をお願いしました。 

 愛知父母懇では、コロナ禍の中で現地開催を引き受けた場合の「もし

も」への心配も検討しつつ、これまで、愛知でリアル開催した各フェス

の築いた到達点などを確認して、開催地を引き受ける判断をしてくださ

ったことが報告されました。「了承」が報告された際、ギャラリービュ

ー画面のモニターは一斉に笑顔と拍手の画像で埋められました。愛知で

は、候補地を挙げ開催場所確保に動き始めていることも報告されました。

 この愛知の積極的な動きに勇気づけられ、参加者からは、テーマ議論において「こ

の2年間活動に苦労したことを気軽に交流できるようにしたい」「父母懇とは何かがわ

かる内容を」「愛知の父母懇運動の成り立ちが知れる講演を」などのリクエストが出さ

れました。また「新たな父母を引っ張り出したい」などの期待も語られました。 

2022年「全国私学父母懇・私学助成をすすめる会交流集会」は 

「愛知大会」として 2022年10月8～９日（土日）に  

愛知県蒲郡市西浦温泉「ホテル龍城」での開催となりました。 

 全
全国国私私私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会  
((事事務務局局：：全全国国私私立立学学校校教教職職員員組組合合))  

No.1  2022年5月12日（木） 

台風の来襲により中止も検討された2019年10月の第39回大

会は、開催地京都すすめる会の奮闘で「mini」として 1 日に凝縮開

催し「交流集会」を継続しました。 

これを受け2020年については、「北海道私学助成をすすめる会」

が開催地を引き受け、開催場所を選定し世話人県で現地踏査まで実施

しました。しかし、その現地踏査直後から、新型コロナウイルスの感

染が拡大し、政府による「一斉休校」の強要、全都道府県緊急事態宣

言発令、感染拡大の波の繰り返しが始まりました。その結果、第40

回大会の北海道開催は、中止が泣く泣く判断されました。 

つながりが「いのち」の全国私学父母懇私学助成をすすめる会連絡

会は、2021 年度も何もなし、という訳にはいかないだろう、と、

第 51 回全私研の際の「全国父母懇代表者会議」にて議論を興し、

全国が出会うことの必要性を共有し、「オンライン」を活用して 

   

開催地引き受けを報

告してくださった 

愛知6人衆 

この初夏から、 

子どもを真ん中に父母共同の動きを強めよう 

「全国父母懇交流会」への参加を募ろう!! 
 


